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prlmr6ses…  
とか   
Won，t you bdy broom，WOn＞t you   















ると9 これほこれで英語のリズムがかなり  
くっきりと感じとれるはずだ（ただし，こ  
れは唄というよりチャントに近いうー  
Hえve a clgar6tte〉Slrタ  
N6タ Sir．Why，Sir？   
BecauseIgota c61d，Sir．   
Wh≒re’d youget your c61d，Sir？   
Fr占m the North P6le，Sir。   
Whatwere yotldoing th占re，Sir？   
Cふtchingpolarbさars，Sir．   

























あり塑である。   
英語教育の雑誌にこういったことを書き  
並べてくれば，もうお察しのことかと思う  
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いていたけれども争 いずれも当たり前のこ  
とではないのか。   
人間が叫び声を発して春が乗た喜びを表  











の特徴である）。   
うんと単純な例で言えば夕子倣の頃友だ  






ーしたてんきにな－あれ」もそうだタ はや  
したてて言う「……おまえのかあさんで－  
べそ■」にしても同じだ。それが英語となる  
と9 この程皮に単純なものでも，例えば母  
親が姿が見えない子供を呼ぶ時に節をつけ  
て呼ぶ場合のようにタ音程はもっと広がり  
があり申 しかも拍子はばじめに弱拍がちょ  
っときてから（anacrusis）タ 強拍弱拍が続  
く。   
そういった呼びかけの音調よりさらに悪  
いものでタ言葉の強弱と抑按が強調された  
形のものというと9 同じく叫んでいるうち  
に次第に楽音化して一定の型にはまったも  
のである物売りの声がある。例えば「アー  
ゴウふレコードの2DA46に入っている   




て9 それなりに強調された形のものが示さ  






























との対談でもや 少しばかり述べられてい  
る）－  
ぽくが最近痛切に感じるのは，戟前も   
戦後もタ それこそ神代の苦から今日まで   
われわれ日本人ってのは実に面白い感性  
一11－   
そして，そういう受けとめ方をするとい  
うことば感覚で言葉を受けとめる要素が大  





























ら。   











































で綴るとあれは“Give me a rubberilの  
ことだった。この要領でリズムを身につけ  
るのもいいしヶ また。これはちょっと悪ふ  
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ざけ気味だけれども，六，七年前にアメリ  
カ人の友人と冗談で言いあった αDon，t  











「ジャンケンボン」の代りに“one伊 tWO，  
tbreeぬ とかけ声をかけてやっているのだ  
そうだ。しかも「あいこでしょ」をその拍  
子でαIcamotshow拍 と言いかえている  
という。そういった具合に，ぼくらの周知  
のものに英語をあてはめて練習することだ  















だ。例えば…   
Her hands were soft as cotton   
Her face couldnever be forgotten   
【 この新路法のなんとも言いようのない  
効果はまさになんとも言いようがない。）  
で生きてきた民族だってことですね。た   
とえていえば9リズム抜きのメロディー   
みたいなものだけでやってきた。メロデ   
ィーが連続ならリズムは非連続の思想で   
すね。つまり時の流れタ集団のあり方を   
断ち切るものでしよう。その両者の対立   
感が実に見事に抜け落ちているからタ 日   
本歴史というもはず一つと連続している   
ものであり，個人と集団もなにかつなが   
っているものであり，自然と人間も対立   
しないでおたがい馴れ合ってやっていけ   
る，そういう考えが支配なんだ。明治維   
新があったり敗戦があったりしても争 え   
んえんと天皇制がつづいているというこ   
とは，歴史的なリズムがないからでタ メ   
ロデイーだけが上ったり下ったりしなが   
らモノラルな線を措いて二千何百年も日   
本人の中に流れてきたんだと思うんで   
す。じゃあタ どうすればサ歴史とか社会   
とかあるいは組織や運動に対するリズミ   
ックな感覚をつくりだすことができるか   
という問題ですが，これは知性を変える   
だけではどうしようもないんでタ これこ   
そ感性の面から迫らぎるをえないんじや   
ないか。それにはこれまで政治や人間を   
考える上で副次的な存在として考えられ   
ていたもの，例えばポピュラー音楽と   
か，デザインとかいったサブカルチュア   
の役割というものが決定的に大きいと思   
う。つまり現在の大衆を変革していくも   
のほ哲学とか思想とか学問とかあるいは   
岩波新書みたいなものばかりじゃなく   
て，耳とか眠から入ってきて肉体をゆり   
動かしてくるようなもののみがその感性   



































問題にしている「バイ ◎ ミュージカル」  
（二重音楽性）ということにしてもタ さま  
ざまなものを受け入れる感受性を相当に育  









いだろうか。   
いや，ここではそこまでは言わないにし  
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